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Ⅰ研 究の成 果

(1)こ れ ま での結 果

ベ ロ毒素 を吸着 で き る糖 鎖 高分 予 を固定 化 した ダイ ア ライ ザー を開 発 した(Figure1) 。

ベ ロ毒 素濃度 が4μg/mLの1%BSA-PBS(-)溶 液 中での み評価 を行 った。今 回 は、 ダイ ア ラ

イザ ー の評価 を中心 に研 究 を行 った。

(2)病 原性粒子除去装

置の評価Ⅱ

前回 の条件では、非常に

効率 よくべ ロ毒素を吸着

し、除 去できる事が確認

され た。 そ こで、実際に

人 工透 析 を行 う条 件 に近 づ け て 、 実 験 を 行 っ た 。 ① ベ ロ毒 素 濃 度 が4μg/mLの1%

BSA-PBS(-)溶 液 、 循環 速度120ml/min(前 回 までは10ml/min)、 ② ベ ロ毒 素濃 度が40

ng/mLの1%BSA-PBS(-)溶 液 、循環 速 度120ml/min、 ③ ベ ロ毒素濃度 が4μg/mLのFCS

溶 液 、循環 速度120ml/min、 ④ ベ ロ毒素 濃度 が40ng/mLのFCS溶 液 、循環 速度120ml/min

のそれ ぞれ の 条件 にお いて 、 評価 を行 っ た。評 価 方法 は、 毒素 溶 液 を循 環 させ 、逐 次 サ ン

プ リングを行 い 、溶 液 の毒性 評 価 を行 った。 毒性 評価 方 法 は、96-wellに 前培 養 したべ ロ細

胞 に対 し、サ ンプ リン グ溶 液 を希釈 した もの を加 え 、72時 間培 養 し、WST-8CellCounting

Kitを 用 いて 、細胞 の 生存 率 を決 定 した。 ① 、② のそ れ ぞれ の結 果 は、 どち らも原 液 を1/4

に希釈 した溶 液で 、細胞 が約80%生 存 で きて いた。 ゆ えに 、120ml/minと い う人工 透析

を初 めて行 う患 者 さん の 血液循 環 速度 で も、十 分 に効 果 を発揮 で き る事 が わ か った。 よ り、

血 液 に近 い もの と して、仔 牛 血清 を

用 い て実 験 を行 っ た③ 、④ に つ い て

は 、③ は原液 を1/4に 希釈 した溶 液

で 、細胞 が約60%生 存で きてい た。

④ では 、原液 を1/4に 希釈 した溶 液

で 、細 胞 が ほ ぼ100%生 存 で きて

い た。 よっ て 、③ の 場 合 は 、 毒素 を

10万 分 の1に 希 釈 で きた事 が わか り

(Figure2)、 ④ の 場 合 は 、 ほ ぼ10

0%の 毒 素 を吸 着 除 去 で きた 事が わ

か った 。 以 上か ら、 血 清 とい うタ ン

パ ク質 濃度 が7%も あ る 中で も、 選

択 的 に毒 素 を吸着 で き る事が わか った。
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Ⅱ(1)学 術雑誌等に発表 した論文A(掲 載 を決定 されたものを含む.)

共著 の場合、申請者の役割 を記載す ること.

(著者、題名、掲載誌名、年月、巻号、頁を記入)

Atsushi Miyagawa, Hidehiro Kurosawa, Toshiyuki Watanabe, Tetsuo Koyama, Daiyo, 

Terunuma and Koji Matsuoka, Synthesis of glycoconjugate polymer carrying 

globotriaose as artificial multivalent ligand for Shiga toxin-producing Escherichia coli 

O157 : H7, Carbohydrate Polymers, 57 (2004) 441-450
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Ⅱ(2)学 会において申請者が 口頭発表 も しくはポスター発表 した論文

(共同研究者(全 員 の氏名)、 題名 、発表 した学会名 、場所、年月を記載)

第53回 高分子年次会、2004年5月25～27日 、IH23糖 鎖高分子固定化ダイアライザー

の吸着能評価、宮川 淳、渡邊 美帆、猪飼 桂、.粕谷 マ リアカルメ リタ、西川 喜代

孝、名取 泰博、畑中 研一

第53回 高分子年次会、2004年5月25～27日 、ⅡPe169イ ンフルエンザ ウイルス除去

装置の開発、宮川 淳、中根 正之、畑 中 研一

東京大学COE(化 学 ・材料系)合 同シンポジウム、2004年6月25～26日 、P116体 外循

環による血 中病原性微粒子除去 システムの開発、宮川 淳

22nd International Carbohydrate Symposium , July 23-27, 2004, P 125 Atsushi 

Miyagawa, Miho Watanabe, Katsura Igai, Maria Carmelita Z. Kasuya, Kiyotaka 

Nishikawa, Yasuhiro Natori and Kenichi Hatanaka , The Potency of Dialyzer Having 
Immobilized Glycoconjugate Polymer as Verotoxin Eliminator.

第53回 高分 子 討論 会、2004年9月15～17日 、1W17糖 鎖 高 分子 固定化 マ テ リアル 、

宮川 淳 、粕谷 マ リアカル メ リタ、畑 中 研 一 臓

2nd COE 21 International Symposium on Human-Friendly Materials Based on 

Chemistry, November 9, 2004, Atsushi Miyagawa, Potency of Dialyzer Immobilized 

Glyco-Polymer Eliminate Shiga Toxins. 

US/JAPAN GLYCO 2004, November 17-20, 2004, Atsushi Miyagawa , Maria Carmelita 

Z. Kasuya and Kenichi Hatanaka Preparation and Estimation of Affinity Membrane 

with Immobilized Glycoconjugate Polymers.


